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Nursing Skills of “Playing”
intended for Hospitalized Children in Infancy.
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の判断を通して､ 子どもの発動性や対処能力を
引き出すような目的性のある行為とした｡





























































































































































































































思いますねえ｡ (ケース11)｣ と､ 子どもと同様
に接して話しかけたりしていた｡ また､ 幼児期
の子どもを対象とする場合は ｢モシモシしよう




































































肢を大切に (する)]し､ ｢(今日) 何をする？
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